
高等部では、自立活動の学習の中で NET １１９や手話通訳派遣についてまとめましたので、ご

紹介します。

＜ Net119>

Net119 緊急通報システムは、音声による 119 番通報が困難な聴覚・言語機能障害者が円

滑に消防への通報を行えるようにするシステムです。

スマートフォンなどから通報用 Web サイトにアクセスして、消防本部が消防隊や救急隊をどこ

に出動させるべきかを判断するために必要な「救急」「火事」の別と、通報者の位置情報を入力

すれば、即座に消防本部に通報が繋がり、その後にテキストチャットで詳細を確認する仕組みとな

っています。

利用に当たっては、事前に登録が必要です。申請方法は、お住まいの地域を管轄する消防本部

へお問い合わせください。

＜手話通訳派遣について>

手話通訳が必要な場合、市町村の障がい福祉課へ依頼します。申請方法などは、写真の資料

のとおりです。タブレット端末やスマートフォンの機能を利用して、 TV 電話で手話通訳を行うこと

もできます。
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今年の 4 月 1 日より障害者差別解消法が改正され、合理的配慮が義務化されました。情報保

障の部分でも充実した対応が成されていくことを期待したいと思います。

（高等部１年）

＜人工内耳の防水カバーの取り扱いについて＞
水泳学習が始まる時期になりました。人工内耳装用の場合、防水カバーを使

用して水に入ることが想定されます。コクレア社、メドエル社それぞれから防水ツ

ールが販売されています。

本体と送信コイルをまるごとカバー内に入れる仕様のものは問題ないのです

が、本体プロセッサと送信コイルをつなぐケーブルを外して、本体を防水ケース

に入れるタイプのものは、ケーブルの付け外しにリスクがあるため、学校では行

いません。本人が自分で行うか家庭で準備をしてから登校をお願いします。

＜福祉制度の話＞
今回は「自動車運転免許の助成」について紹介します。

自動車運転免許を取得する際、教習所の費用が一部 助成される制度がありますが、市町

村によって異なりますので、確認が必要です。

[条件]

運転免許試験の受験資格があり、就労等社会参加のため免許を取得しようとする人。

[助成額]

免許取得にかかった費用の３分の２までで １０万円が限度。

※ 免許取得後に請求。

•事前申請が必要 ！

•教習所へ 入校する前に 市町村の担当課へ相談。

[申請に必要なもの]

•自動車学校の見積もり

•身体障害者手帳の写し

•助成申請書

詳細は各市町村のホームページ等でご確認ください。 （ H,K ）


